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モデル化 動作原理 メッセー ジ 基本構造 内部の隠蔽の対象
動作主体 能動的 発行側主体 プランエー ジェント (人間など) (状況認識 で規定 + あり→動作ブ@ラン) 外界モデル
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理を行うことが考えられている.MagicMail™ はモバイノレエージェント言語 Telescript™ 
[White94]によって記述されたメールシステムであり，米国で AT&T社による






















































































































































































































































トは COOL(COOrdination Language) [Barbuceanu96]と呼ばれる協調言語で記述











































































































































































































o I ム I x I x I ム
容易 |事前に全ての|動的にサービ|スケーラピリ |ロー カルな・情
情報を収集し|スを選択する|ティにかけ， I報まで全て通
ておく必要が|ようなことはで|大規模になる|信する必要あ
ある |きない !と非現実的 |り
o I ム i ム|ム|ム
利用側と提供|サービスの統|組み合わせが|規模が大きく|常にエンド
側の対応が固|合をしようとす|変わるとエー|なるとクライア|ツーエンドの
定的な場合は|るとクライアン|ジェントの機 |ントとサー バ |通信が必要
容易 |トに負荷がか|能に変更が必|の組み合わせ
かる |要 lが爆発
ム I 0 I 0 I 0 I 0 
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た， ISとして 50，000件の Webページ情報を用意した.ISの情報は Webサーチェンジ
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a) 気象情報 2% 
b) TV番組 2% 


























































































User4 to leave 
• 








































































































最=(wl ，. wm) 
とする.特徴ベクトルえは骨によって
、 ? 、 、 、 ， ， ， ，
?
???。 。， ， ，?、 、 、? ??
= (w1f/ ，. Wm fim) 
のように重み付けされる.iとjの間の重み付けされた関連度は，









• n.l . n，n 
6.3.3キーワードの重み付けのフィードパック


































?? ? ? ?
? ?、 、 ?? ?? ? ? ?? ???? ??、
?↑???
を計算する.フィードパックが行われるたびに全エージェントはそれぞれの重み付け
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rh.i.j = g h.i. g h.j 
であり，hによって計算された関連度行列は
となる.





















































































































表 6.1 アンケートへの回答 (8段階評価)
変数 ful listing t-value 
コミュニティの存在を
4.95 3.61 2.12* 感じられた
多くの人との出会いを












145.16 75.95 2.70** (回)
チャットでの発言数
23.47 7.85 1.82* (回)
アクティブに利用した機会
23.32 15.40 1.99寧(回)
アクティブに利用した期間 277.44 144.00 2.65紳(分)
(*: pく.05，**: pく.01)






























































































































































































































見え方を調べる.メッセージ総数 128，参加者総数 67，話題の数 28で、あったこれらの









-濃いアイコンが出現したのは，投稿者 Aと話題 1，投稿者 Cと話題 2の組み合わせ
である.Aの話題 1に関するメッセージには多くの追従メッセージがついており， Aの





投稿者A 5 (8) o (0) 
投稿者B 2 (0) o (0) 




投稿者A 4，7，0 0，2，6 
投稿者B 0，5，6 0，2，6 
投稿者C 0，0，11 7，1，0 
各セノレの数字は，濃，中，薄表示の順
話題1: 64kbps-V.90 (メッセージ総数: 14) 
話題2: ISDNのしくみ (メッセー ジ総数:8)























































議支援実験 ICMAS'96Mobile Assistant Projectにおいて得られたユーザのコミュニ
ケーション行動に関する知見をもとに，エージェント技術のコミュニケーション支援におけ
る役割について考察する.
7.2 ICMAS'96 Mobile Assistant Project 













本実験では表 7.1に示すような， (1)コミュニケーションサービス， (2)情報サービス，
(3)コミュニティ支援サービスの3種類のサービスを提供した.特徴的なサービスとして
Action Navigator， InfoCommon， Community Viewerの3サービスがある.






























図 7.1Action N avigatorの画面例
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• Send Message 
図ReceiveMessage 
• Conference Information 
口PersonaIInformation 
口TouriばInformation
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SEND MESSAGE ~ .630 的ー。 -.044 .030 .068 -.097 
RECEf¥屯 MESSAGE .630 ¥ -.013 -.024 .029 .∞6 ヘ130
CONFERENCE 別FORMATION 仰 O -.013 ¥ .468 .414 .492 .324 
PERSONAL別FORMATION -.044 -.024 .468 ¥ .500 .585 .679 
TOURIST町FORMATION .030 .029 .414 .500 ¥ .415 .366 
FORUM AND MEETING .068 .∞6 .492 .585 .415 ト¥.624 






















The project was nicely arranged and 1 appreciated being a part of it. 1was vel)' disappointed with 
白ePDA for several陀asons.1) 1 had to have a speciaJ address that people at home did not know 
about. 2) 1 reaJly. reaJly misぉdstandard tols like telnet and ftp. 
Unfortunately the interaction speed/eぉewぉ fart∞slow for me to use. It wωmuch eぉierjust 
to meet people and 1 could never get E-mail towork.ldid not have time to visit the help desk to 
see what was wrong. Good idea. but the speed wasn't useful for me. 
It'H be more inteersting if the p紅ticipantsuse it more often. Less infonnation， les news， less 
postmg IS not mteerstmg. 
In general， the project is inteersting and seems to have many possibilities. Theer have to be people 
doing frst steps， I.e. posting news， inviting other people to discussions， meeting， etc. Withoug 
proving this initial start by yourselves， 1 donot think that much action will happen. 
As time during such a conference is short， and personal contact with people that we talk with is 
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(a) Conference information 
種別 位置 容量 アクセス 寄与
[kbytes] 回数 率
会場スケジュール 端末 30 316 10.5 
2 会場全体地図 端末 26 52 2.0 
3 各フロア一地図 端末 72 98 1.4 






種別 位置 容量 アクセス 寄与
[kbytes] 回数 キ，..1-，ユ
インデックス 端末 16 437 27.3 
2 街地図 端末 46 211 4.5 
(統計情報あり) サー ノ〈
3 街地図 端末 46 36 0.8 
(統計情報なし)
4 略式情報 端末 32 36 1.12 
5 詳細情報 端末 125 86 0.7 
~ - 且日且




























[alanko941による， r携帯電話回線と TCP/IPの組み合わせでは，相性が悪いため上位90 80 70 20 10 
。。
レイヤでの通信が低速かっ遅延変動が大きしリとしづ報告結果と同様である.








































が行なわれなかった本実験でさえ明確に現れており，端末にない情報は諦めるというユO~ o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1 00 
Data Size rkbvtes 1 ーザも少なくない.従って，実際的な方法としては，可能な限りのデータを有線接続で予
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10 100 1000 10000 100000 1000000 
Interval Time [sec.] 
図 7.13再接続確率の時間特性
























































































試作システム エージェントによる エージェント通信システムコミュニケーション支援 の機能
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